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取り扱う成長曲線モデルにおいては，説明変数に関し個体内変数と個体間変数が
ある．本報告では，一様共分散構造をもつ成長曲線モデルに対して k個の個体内変数
に関する選択問題を取り上げる．これまでに，大標本漸近枠組みや高次元漸近枠組み
に対して，成長曲線モデルにおける次数選択について考察を行ってきた．最近では，
Enomoto, Sakurai and Fujikoshi (2015) においてグループ数と次元数が大きい枠組
みのもとで，さまざまな規準量の一致性について議論した．AIC規準はすべての変
数の組の規準値を求め，これらの中で最小なモデルを選ぶ規準量である．そのため
に，変数が増えると適用が困難になる問題点がある．そこで，小田・柳原（2017），
櫻井・藤越（2017）等で用いられているAICの差に基づく変数選択を適用し，その
一致性について考察する．
いま取り扱う成長曲線モデルを次のように表す．個体間変数（群）の個数を q，観
測した実験条件（時点）数を pとする成長曲線モデルでは，標本数 nとして n× pの
観測行列Y，n× qの個体間計画行列A，k× pの個体内計画行列Xが与えられてい
る．このとき，個体内変数 x1, . . . , xkの添字を {1, . . . , k}とし，その部分集合を jと
する．添字の集合が jである個体内変数を用いた成長曲線モデルを次のように表す．

Mj : Y = AΘjXj + E, E ∼ Nn×p(0n×p, In ⊗Σ).

このとき，ここでは共分散行列Σに次のような一様共分散構造を仮定する．
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ただし，Gp = 1p1
′
p/p, τ1 = σ2(1− ρ), τ2 = σ2{1 + (p− 1)ρ}である．また，一様共

分散構造を仮定したときのAIC規準は

AIC = n(p− 1) log τ̂1 + n log τ̂2 + np(log 2π + 1) + 2(qkj + 2)

である．ここに，τ̂i, i = 1, 2は τiの最尤推定量である．
変数選択の方法としては，フルモデルのもとでの規準量AICkと，i (i = 1, . . . , k)
番目の変数を除いた規準量AIC(−i)を求め，AIC(−i) − AICkが，正ならば取り除い
た変数が取り除くべきでなかったとしモデルに加え，負ならばモデルに加えないと
する変数選択法を考える．本報告ではこの方法による変数選択法の一致性について
の考察を行い，数値実験により得られた結果の妥当性を確認する．
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